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「震災からよみがえった東北の文化財展」3 月 11 日まで開催中 
乃村工藝社にて展示委託、文化環境研究所（ノムラグループ）にて調査委託 

 

  
 株式会社乃村工藝社（本社：東京都港区、代表取締役社長：渡辺勝）が展示委託を受けている、「震災からよみが

えった東北の文化財展」（主催：『震災からよみがえった東北の文化財展』実行委員会）が 3 月 11 日まで都立中央図

書館にて開催中です。 

 

東日本大震災では、地震や津波により貴重な文化財が失われました。一方で、その被害から文化財を守るための

「文化財レスキュー」などの活動が展開され、難を逃れた文化財は、被災地域の復興のシンボルともなっています。 
本展は、発生後１年を契機に、被災地でレスキューされた文化財を集客力や情報発信力の高い東京で公開し、被災

地への支援を呼びかけ、被災された人々を勇気づけるとともに、地域社会における文化財の大切さや象徴性を再確

認していくことをねらいとしています。岩手県を中心に、レスキューにまつわるエピソードとともに被災した文化

財等を展示するほか、平成23年3月11日の地震発生当時を記録映像や報道資料等でふりかえります。 
 

本展では、3月4日（日）に赤坂憲雄氏（遠野市文化研究センター所長・学習院大学教授）と三浦佑之氏（立正大学

教授）との対談が開催されました。3 月 10（土）、11 日（日）には、遠野市立博物館の学芸員によるギャラリートークが

予定されています（ギャラリートークは要申込）。また、本展は 3 月16 日（金）から 3 月28 日（水）まで岩手県・遠野市

立博物館でも開催されます。 

 

 本展の調査委託を受注しているノムラグループ・文化環境研究所では、日本ミュージアム・マネージメント学会の事

務局として、博物館関係者の協力を得ながら、今後も長期的な視野で支援の和をひろげてまいります。 

 
※「震災からよみがえった東北の文化財展」（2012 年 2〜3 月、主催：同実行委員会（遠野市、陸前高田市、大船渡市、釜石市、大槌町、山田町、宮古市、都立中央

図書館、日本ミュージアム・マネージメント学会、ＮＰＯ法人日本子守唄協会）、会場：都立中央図書館と遠野市立博物館）は、平成 23 年度ミュージアム活性化支援

事業（文化庁文化芸術振興費補助金）として行われるものです。 

 
※記載されている内容は、発表日時点のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 
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【本件に関する報道関係者向け問い合わせ先】 
株式会社乃村工藝社 経営企画本部  広報・IR部 
TEL：03‐5962‐4361 FAX：03‐3570‐2369 


